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１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・１回目７月、２回目11月 

３ 対象及び参加人数 

 ・全校児童31人 

４ 取組の概要 

 ・子ども理解支援ツール「ほっと」の活用 

・調査結果の分析に基づく学校生活の改善・充実 

・毎学期末における調査の実施・活用 

５ 成果や課題 

 ○児童一人一人のコミュニケーション能力の状況を把握することができた。 

○複数回実施することで児童や学級の変容を把握し、状況に応じた指導が可能となり、児童の

コミュニケーション能力の向上を図ることができた。 

 

 

子ども理解支援ツール「ほっと」の活用 

 

 

 

 

 

 

学級数：○○学級 

児童数：○○○名 ○○市立○○中学校 

 

西興部村立上興部小学校 
学級数：５学級 

児童数：17名 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・10月～11月 

３ 対象及び参加人数 

 ・全校児童17名 

４ 取組の概要 

 ・休み時間の児童の様子や教育相談の内容を全教職員で共有・指導 

・児童会活動として「親切な心、感謝の気持ちをあらわそう」を重点目標に掲げ、休み時間な

どに学校生活の振り返りを実施 

５ 成果や課題 

 ○情報の共有により、迅速で組織的な生徒指導を進めることができた。 

○児童が自らの言動について見直すことにより、友達を思いやる心を大切にし、いじめの未然

防止につなげることができた。 

 

児童会活動強化月間 
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１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・11月6日（月） 

３ 対象及び参加人数 

 ・児童、保護者、幼児、地域住民 計52名 

４ 取組の概要 

 ・保護者や地域住民に向けて、児童が春から育ててきた作物について発表、他の児童との感想

の交流 

・児童が育てた作物を食材としたカレーライスと地域のお年寄りが作った流し団子の会食を通

した保護者や地域住民との交流 

・児童会で準備した出店に保護者、幼児、地域住民を招いた交流 

５ 成果や課題 

 ○発表に対する参観者の感想や会話、出店等での触れ合いにより、異世代間の温かい人間関係

と自己存在感を育むことができた。 

 

 

秋の上小っ子まつり 

 

 

 

 

 

 

学級数：○○学級 

児童数：○○○名 ○○市立○○中学校 

 

西興部村立西興部中学校 
学級数：３学級 

生徒数：23名 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・２日間 

３ 対象及び参加人数 

 ・全校生徒 23名 

４ 取組の概要 

 ・生徒会が考案した「いじめ防止宣言」を毎月の全校朝会時に全員で復唱する取組 

５ 成果や課題 

 ○いじめは絶対に許されない行為であることを常に意識して生活できるようになった。 

●毎月繰り返して取り組むことにより、いじめの未然防止につなげる必要がある。 

 

いじめ防止宣言の発表 
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学級数：○○学級 

児童数：○○○名 ○○市立○○中学校 

 

雄武町立雄武小学校 
学級数：９学級 

児童数：160名 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・あいさつ運動（通年）、あいさつコンテスト（７月１日（金））、還流報告（11月１日（火）） 

３ 対象及び参加人数 

 ・全校児童160名 

４ 取組の概要 

 ・あいさつ運動：生活委員が毎週月・水・金曜日の朝に児童玄関前であいさつ運動を実施 

 ・あいさつコンテスト：各学級から選出された「あいさつ名人」が全校児童の前で挨拶し、 

            どの挨拶が一番心に響くかを審査 

 ・還流報告：地区会議に参加した児童会三役が全校児童に対して地区会議の様子や協議結果に 

ついて説明、「あいさつ紙飛行機大会」を実施 

５ 成果や課題 

 ○自ら進んで挨拶をする児童が増えるとともに、明るく支持的な学校の雰囲気を醸成すること 

ができた。 

 

あいさつ運動、あいさつコンテスト、どさんこ☆子どもオホーツク地区会議の還流報告 

 

 

 

 

 

学級数：○○学級 

児童数：○○○名 ○○市立○○中学校 

 

雄武町教育委員会 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・11月６日（日） 

３ 対象及び参加人数 

 ・雄武町ＰＴＡ会員、教育関係者、地域住民など 約80名 

４ 取組の概要 

 ・町ＰＴＡ連合会と雄武町教育委員会の共催による「子どもたちを取り巻くネット社会の現状

と真相」と題した講演会の実施（講師：有限会社イワイ 代表取締役 岩井孝浩氏） 

５ 成果や課題 

 ○児童生徒を取り巻くインターネット環境について、学校・家庭が共通認識をもつことができ

た。 

 ○多くの保護者がや教員が参加し、インターネットを使用する上での危険性やＳＮＳを介した

いじめの実態、学級におけるいじめを発見するポイント、学校の対応方法等について学ぶこ

とができた。 

 

 

 

雄武町ＰＴＡ連合会研究大会兼雄武町家庭教育講演会の開催 
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１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・教育相談（10月18日（火）～10月28日（金）の期間中５日間）， 

 ・校内児童交流会（5月、7月、8月、11月、1月、3月） 

 ・「すすんでほうこく」（通年） 

 ・相談窓口一覧の紹介（11月） 

３ 対象及び参加人数 

 ・全校児童160名、保護者 

４ 取組の概要 

 ・児童一人一人と不安や悩みに関する面談の実施 

 ・児童の実態や全校的な課題について共通理解を図り，対応方法や改善策について協議 

 ・学校便りや学級通信を活用し、不登校に係る相談窓口について周知 

５ 成果や課題 

 ○不登校の未然防止に向けて児童のもつ思いや悩み等を把握し、指導に役立てることができた。 

 ○各学年で道徳の時間を活用し、課題に基づき一人一人が何をするべきかを考えさせたことに 

より、支持的雰囲気を醸成することができた。 

教育相談、校内児童交流会、「すすんでほうこく」、不登校に係る相談窓口一覧の紹介 

 

 

 

 

 

 

学級数：○○学級 

児童数：○○○名 ○○市立○○中学校 

 

雄武町立沢木小学校 
学級数：４学級 

児童数：12名 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・全校集会、生徒指導交流会（通年） 

・花植え（６月21日（火）） 

・サマーキャンプ（７月23日（土）～24日（日）） 

３ 対象及び参加人数 

 ・全校児童12名、全教職員７名 

４ 取組の概要 

 ・児童会が中心となった異学年交流の取組 

・全教職員による児童の指導・観察、生徒指導上の課題についての交流 

５ 成果や課題 

 ○児童会三役が集会やサマーキャンプ等で交流会を企画したことにより、児童相互の円滑な人

間関係を構築することができた。 

○児童一人一人が花苗を植えるなどの栽培活動を行ったことにより、自然を大切にする心を養

うことができた。 

○全教職員が児童を観察し、生徒指導交流会を毎週行ったことにより，問題行動等の早期発見・

早期解決につながることができた。 

 

全校集会、生徒指導交流会、花植え、サマーキャンプ 
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１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・通年（ケース会議３回） 

・各種講演会（３回） 

３ 対象及び参加人数 

 ・教職員、学校関係者、保護者 

４ 取組の概要 

 ・紋別養護学校と連携し、年間３回のケース会議を開催 

・児童理解を深めるための各種講演会等への参加 

・関係機関との連携を図った組織的な体制の整備 

５ 成果や課題 

 ○ケースごとに具体的な支援の仕方を研修することができた。 

○各種講演会に参加し、児童に意欲や自己肯定感をもたせる取組について、研修することがで 

きた。 

○管理職や養護教諭、事務職員も含めて児童との交流を図ったことにより、児童一人一人のよ

さを学校全体で共有することができた。 

 

 

 

関係機関との連携、各種講演会の推奨、校内体制の充実 

 

 

 

 

 

 

学級数：○○学級 

児童数：○○○名 ○○市立○○中学校 

 

雄武町立豊丘小学校 
学級数：２学級 

児童数：12名 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・豊丘十カ条（10月～3月） 

 ・遊びの会（通年） 

３ 対象及び参加人数 

 ・全校児童12名 教職員6名 

４ 取組の概要 

 ・平成26年度に児童会で制定した「豊丘十カ条」を意識できるよう児童会の保体委員会による

ポスターの作成・啓発、月ごとに重点とする条文の決定・呼び掛けの実施 

 ・児童会が中心となった全校児童が一緒に遊ぶ時間の設定 

５ 成果や課題 

 ○児童会で制定した決まりを守ることで、意識化が図られ、友達を思いやる心やいじめ根絶へ

の意識を高めることができた。 

 ○取組内容を具体化したポスターを掲示したことにより、決まりを意識しながら生活すること 

ができた。  

○児童会が計画した全校児童で遊ぶ「遊びの会」を実施したことにより、互いを理解し、思い 

やる態度や心を育むことができた。 

 

豊丘十カ条の制定、遊びの会の実施 
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１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・通年 

３ 対象及び参加人数 

 ・全校児童12名、教職員6名 

４ 取組の概要 

 ・前期と後期に教育相談週間を設定し、児童アンケート等を基にした面談の実施 

 ・全教職員で行う生徒指導に関する交流会の実施、児童の共通理解 

５ 成果や課題 

 ○教育相談週間に合わせて児童アンケートを行い、児童の考えや抱えている悩み等を把握し、

いじめの早期発見・早期対応を図ることができた。 

 ○一人の教師では見逃してしまうことも、多くの目で見ることで多様な見方ができ、深い児童

理解につなげることができた。 

 ●関係機関との連携を図り、連携先や方法等、組織体制を確立する必要がある。 

 

教育相談週間、生徒指導交流 

 

 

 

 

 

 

学級数：○○学級 

児童数：○○○名 ○○市立○○中学校 

 

網走市教育委員会 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・通年 

３ 対象及び参加人数 

 ・網走市内の小中学校をはじめ関係機関や目的達成に賛同する各種団体 

４ 取組の概要 

 ・豊かな心を育てる小中学生の意見発表会（１月28日） 

・豊かな心を育てる標語の募集・入選者表彰 

・「おはようございます」運動の啓発 

・「社会を明るくする運動」及び「道民家庭の日」啓発運動 

５ 成果や課題 

 ○市の広報誌「広報あばしり」やポスターなどによる広報活動、各種会議等を通して、取組内

容を積極的に市民に啓発したことにより、活動の充実を図り、推進することができた。 

 

 

 

網走市「豊かな心」を育てる活動推進会議 
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１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・１月28日（土） 

３ 対象及び参加人数 

 ・網走市内小・中学校の児童会や生徒会の代表、引率教員、保護者 

４ 取組の概要 

 ・各学校の児童会や生徒会の代表によるいじめの問題への解決や人間関係づくりに取り組んだ

内容についての発表・意見交流 

・平成28年度「どさんこ☆子ども全道サミット」及び「どさんこ☆子どもオホーツク地区会議」

の内容を踏まえた各学校での実践についての意見交流 

５ 成果や課題 

 ○本会議の取組を通して、各学校における望ましい人間関係づくりの意識を醸成し、いじめ問

題への取組の一層の充実を図ることができた。 

 

 

 

平成28年度「網走市子ども会議」 

 

 

 

 

 

学級数：○○学級 

児童数：○○○名 ○○市立○○中学校 

 

網走市立網走小学校 
学級数：18学級 

児童数：308名 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・10月１日（土）～11月30日（水） 

３ 対象及び参加人数 

 ・全校児童308名 

４ 取組の概要 

 ・体育集会：全校児童が楽しく仲よくなれるゲームを通した交流 

 ・あいさつ運動：毎朝、各学級の代表委員が玄関に立ち、児童や教職員に挨拶を実施   

５ 成果や課題 

 ○集会の目的を考え、学年や男女を問わず、多くの児童と交流を図ることができた。 

 ○高学年児童が範を示したことにより、低学年児童が進んで挨拶することができた。 

 

 

やさしさいっぱいの心を育てる児童会活動 
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１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・11月27日（日） 

３ 対象及び参加人数 

 ・約130名（網走小、中央小、潮見小、南小の児童及び保護者）  

４ 取組の概要 

 ・「家庭教育支援の視点から、気軽に親子で楽しめる場を提供するとともに、参加者が子どもと

の触れ合いを深めながら、親子の良好な関係について見つめ直し、家庭教育力の向上を図る

契機とする」ことをねらいとしたイベントの実施 

 ・各校の「おやじの会」がブースをつくり、児童と保護者が一緒に楽しめる会の企画・実施 

５ 成果や課題 

 ○保護者が児童に遊び方を教えたり、一緒に遊んだりするなど、保護者と児童が触れ合う機会 

をつくることができた。 

 ○学校が異なる児童同士がゲーム等を通して触れ合う様子が見られるなど、人との関わり方に 

ついて学ぶことができた。 

 ○４校の「おやじの会」が連携したことにより、保護者同士の交流を深めることができた。 

 

オヤジのフェスティバル 

 

 

 

 

 

 

学級数：○○学級 

児童数：○○○名 ○○市立○○中学校 

 

網走市立中央小学校 
学級数：14学級 

児童数：245名 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・11月 24日（木） 

３ 対象及び参加人数 

 ・全校児童 245名 

４ 取組の概要 

 ・全校児童が遊びを通して仲よくなれるよう、児童会三役が縦割り集会を企画・実施 

５ 成果や課題 

○児童会三役が中心となり、どんな遊びをすれば児童が仲良くなれるかを考えて実施したこと

により、児童は楽しく活動することができた。 

○「大なわ集会」に向けて事前に練習日を設け、児童が話し合う時間を設定したことにより、

児童は工夫しながら楽しく交流を深めることができた。 

●事前練習として４日間設定したが、十分な広さと時間を保障する必要がある。 

 

縦割り集会 
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１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・10月19日（水） 

３ 対象及び参加人数 

 ・対象児童 

４ 取組の概要 

・ことばの教室が中心となり、学校・家庭・関係機関と連携を図り、対象児童の様子について

の交流及び関わり方や指導の方向性についての話合いの実施 

５ 成果や課題 

 ○各担当者が不安や疑問などを率直に話合い、互いに状況を理解した上で、指導に当たること

ができた。また、話合いを通して保護者の不安の解消に結び付けることができた。 

他機関と連携したチーム会議の開催 

 

 

 

 

 

 

学級数：○○学級 

児童数：○○○名 ○○市立○○中学校 

 

網走市立西小学校 
学級数：10学級 

児童数：162名 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・10月 

３ 対象及び参加人数 

 ・児童会役員５名 

４ 取組の概要 

 ・児童会役員でいじめ未然防止を観点にした標語を考案し、看板を作成、全校児童への啓蒙 

５ 成果や課題 

 ○友達への優しい接し方や対応について考え 

る機会をつくることができた。 

 ○「あいさつ運動」と関連付け、通年の取組 

  として意識することができた。 

 ●看板の設置場所を検討する必要がある。 

（道路から見えにくく、対外的なアピール 

として課題がある。） 

 

 

 

児童会によるいじめ未然防止に係る看板の設置 
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学級数：○○学級 

児童数：○○○名 ○○市立○○中学校 

 

網走市立南小学校 
学級数：15学級 

児童数：315名 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・通年 

３ 対象及び参加人数 

 ・全校児童315名 

４ 取組の概要 

 ・児童会が中心となった「心あったか運動」の推進 

 ・ポスターの掲示やあいさつ運動の取組の実施 

５ 成果や課題 

 ○「心あったか運動」の推進により、「ふやそうポカポカ言葉、なくそうズキズキ言葉」の取 

組を児童に定着させることができた。 

○児童が相手を思いやり、やさしい言動が多く見られるようになった。 

 

 

 

心あったか運動の推進 

 

 

 

 

 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・５月、11月、２月 

３ 対象及び参加人数 

 ・全校児童162名 

４ 取組の概要 

 ・Ｑ－Ｕを活用し客観的に学級集団や児童が抱える問題の把握、対応に活用 

５ 成果や課題 

 ○調査結果を分析することで児童一人一人の内面を理解し、児童の実態に応じた具体的な対応

の方法を考えることができた。 

 ○児検査結果から各学級集団の状態を把握し、学級経営の指針に生かすことができた。 

 ○いじめの被害の可能性や不登校傾向のある児童を早期に発見し、適切な対応を行うことがで

きた。 

Ｑ－Ｕ検査の活用 

 

 

 

 

 

 



【様式１】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・10月 

３ 対象及び参加人数 

 ・全校児童、全教職員、保護者 

４ 取組の概要 

 ・道徳教育推進教師による「わたしたちの道徳」の実践資料の提供、道徳の時間の授業実践の

推進 

・家庭と連携した「わたしたちの道徳」の積極的な活用 

５ 成果や課題 

 ○「わたしたちの道徳」に関する研修の充実により、授業と家庭において広く活用することが 

できた。 

 

 

「わたしたちの道徳」活用の充実 

 

 

 

 

 

 

学級数：○○学級 

児童数：○○○名 ○○市立○○中学校 

 

網走市立潮見小学校 
学級数：20学級 

児童数：507名 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・11月25日（金）～12月７日（水） 

３ 対象及び参加人数 

 ・全校児童507名 

４ 取組の概要 

 ・児童会の体育専門委員会が、「楽しく体を動かして友達を増やそう」をスローガンとして、中

休みの時間を利用し、低学年は「おにごっこ」を、中高学年は「ドッジボール大会」を実施 

５ 成果や課題 

 ○学年全体でのレクリエーションを行ったことにより、交流がなかった児童同士が仲よくなっ 

たり、互いのよいプレーに拍手をしたりするなど、望ましい人間関係づくりに役立てること 

ができた。 

 

 

スポーツ交流 

 

 

 

 

 



【様式１】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学級数：○○学級 

児童数：○○○名 ○○市立○○中学校 

 

網走市立東小学校 
学級数：６学級 

児童数：51名 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・通年 

３ 対象及び参加人数 

 ・全校児童51名 

４ 取組の概要 

 ・かたつむり集会（６月）やクリスマス集会（12月）など、時節に応じた集会活動を児童会が

主体的に企画・運営 

 ・縦割り班を生かした全校児童による活動、交流 

５ 成果や課題 

 ・児童会が主体的に活動する場として、児童会役員が協力し、計画・運営したことにより、児

童に達成感を味わわせ、仲間意識を育むことができた。 

・縦割り班を生かした取組を行うことにより、高学年児童は低学年児童を思いやる心が育まれ、

低学年児童は相手を思いやる言動が見られるようになった。 

 

 

 

児童会集会活動 

 

 

 

 

 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・11月 

３ 対象及び参加人数 

 ・第３～６学年児童346名 

４ 取組の概要 

 ・アセスの集計結果を基に教育相談委員会の開催 

・「要学習支援領域」「要対人支援領域」に含まれる児童及び「生活満足感の適応度30未満」の

児童を中心に、今後の対応について話合いを実施 

５ 成果や課題 

 ○いじめや不登校の傾向を早期に発見し、対応することができた。 

 

 

「アセス」の活用 

 

 

 

 

 

 



【様式１】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・６月、12月 

３ 対象及び参加人数 

 ・全校児童 51名 

４ 取組の概要 

 ・年間２回の子ども理解支援ツール「ほっと」の実施により、継続した児童理解・支援 

５ 成果や課題 

 ○子ども理解支援ツール「ほっと」の活用により、多角的・多面的で客観的な資料に基づき、

共感的に児童理解を進めることができた。 

○発達の段階に応じたコミュニケーションスキル等の定着度を把握することにより、個に応じ

た対応を進めることができた。 

子ども理解支援ツール「ほっと」の活用 

 

 

 

 

 

 

学級数：○○学級 

児童数：○○○名 ○○市立○○中学校 

 

網走市立白鳥台小学校 
学級数：８学級 

児童数：58名 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・11～12月の月初めの全校朝会 

３ 対象及び参加人数 

 ・全校児童58名、全教職員13名 

４ 取組の概要 

 ・「全校のみんなが仲良く、楽しく過ごすために大切にしたい言葉」を集めて作成した合い言葉

「はくちょう運動」の取組の充実 

・月初めの全校朝会で「はくちょう運動」に係る各学級のめあてと具体的な取組内容の発表 

・毎週末に取組に係る各学級のよさについて、児童会役員が児童会掲示板にコメントを掲示 

（可視化による実践の価値付けと日常化） 

・各学級では自己評価を行う。 

５ 成果や課題 

○道徳教育との関連を図ることで、児童の道徳的実践意欲・態度を高めることができた。 

○各学級で発達の段階に応じためあてを設定するなど、月ごとに重点化を図ったことで、児童

の道徳的実践力を高めることができた。 

 

 

児童会による「はくちょう運動」の取組の充実 

 

 

 

 

 



【様式１】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・10月上旬 

３ 対象及び参加人数 

 ・全校児童58名 全教職員13名 

４ 取組の概要 

 ・学級経営計画（後期）の作成に当たり、子ども理解支援ツール「ほっと」を活用 

５ 成果や課題 

 ○学級集団の実態を把握することで、今後の学級経営・生徒指導に生かすことができた。 

○生徒指導上の課題を明確化し、生徒指導の工夫・改善につなげることができた。 

○学級経営交流会を開催し、学級集団の傾向や課題等の情報を共有することができた。 

子ども理解支援ツール「ほっと」の活用 

 

 

 

 

 

 

学級数：○○学級 

児童数：○○○名 ○○市立○○中学校 

 

網走市立西が丘小学校 
学級数：８学級 

児童数：67名 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・10月 1日（土）～3月 24日（金） 

３ 対象及び参加人数 

 ・全校児童 68名 

４ 取組の概要 

 ・児童会の各委員会による「全校児童が仲のよい学校」に向けた取組の実施 

   運営委員会：①学芸会の取組の呼び掛け、②運営祭の企画・実施 

   放送委員会：①みんなに分かりやすく楽しくなる放送、②各月の特集企画・放送 

   生活委員会：①全校遊びの実施、②生活クイズで生活ルールを全校児童で確認 

   保体委員会：①ニシリンピックの企画・実施 

   図書委員会：①スタンプラリー等全校児童が楽しめるイベントの企画・運営 

５ 成果や課題 

 ○児童の主体的な発想を基に「全校児童が仲良くなるために何をすべきか」を自分たちで考え 

行動することができた。 

○高学年児童が中心となり、自分ごととして考え、主体的に行動できるようになった。 

 ●経験を重ね、他校との交流等を行い、活動の一層の充実を図る必要がある。 

 

後期児童会による「全校児童が仲のよい学校」に向けた取組 

 

 

 

 

 



【様式１】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・11月28日（月）～12月７日（水） 

３ 対象及び参加人数 

 ・全校児童67名 

４ 取組の概要 

 ・朝の自学タイムを活用し、学校生活等における心配や悩み等の相談及び児童のよさや成長を

認める場として個別面談を実施 

５ 成果や課題 

 ○児童の心情や不安等を聞くことにより、事後の指導や学級経営等に役立てることができた。 

○事前のいじめアンケートの記入内容の確認等を行い、児童の人間関係を把握することができ 

た。 

 ●相談に時間が掛かる児童については、改めて時間を設定する必要がある。 

教育相談 

 

 

 

 

 

 

学級数：○○学級 

児童数：○○○名 ○○市立○○中学校 

 

網走市立呼人小中学校 
学級数：小４学級、中３学級 

児童数：小 42名、中 21名 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・10月19日（水）～10月28日（金） 

３ 対象及び参加人数 

 ・全校児童生徒63名 

４ 取組の概要 

 ・地域の防犯協会による防犯標語の募集に併置の中学校とともに全学年で応募 

・標語の優秀作品は地域の公共施設等で地域ぐるみの啓発活動として活用 

・12月５日に防犯協会会長、駐在所巡査部長による表彰式の実施 

５ 成果や課題 

 ○開始から14年目になる地域ぐるみの取組であり、地域の取組に参加することで、他者との 

関わり方を意識させることができた。 

 ○インターネットを悪用した被害の例を知るとともに、ネットいじめについて考えさせる機会 

にすることができた。 

○携帯電話やパソコンの利用に関連して、情報発信の在り方やネットトラブル未然防止に向け 

た関心を高めることができた。 

 

ネットいじめ・ネットトラブル等、防犯標語募集の取組 

 

 

 

 

 



【様式１】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・12月～３月 

３ 対象及び参加人数 

 ・全校児童生徒63名 

４ 取組の概要 

 ・子ども理解支援ツール「ほっと」2014の活用による児童生徒理解の推進 

５ 成果や課題 

 ・児童生徒が抱える不安や悩み等を理解するとともに、集団のコミュニケーションの状況等、

課題を全教職員で共有し、解決を図ることができた。 

 

 

 

 

子ども理解支援ツール「ほっと」2014 の活用 

 

 

 

 

 

 

学級数：○○学級 

児童数：○○○名 ○○市立○○中学校 

 

網走市立第一中学校 
学級数：11学級 

生徒数：211名 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・11月下旬から３月 

３ 対象及び参加人数 

 ・全校生徒211名 

４ 取組の概要 

 ・朝、生徒会役員が生徒玄関前に立ち、挨拶の呼び掛けを実施 

５ 成果や課題 

 ○毎朝、生徒同士の明るく元気な挨拶から一日を始めることができ、気持ちを整え、落ち着い

た態度で授業に臨むことができた。 

 

朝の挨拶運動 

 

 

 

 

 



【様式１】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・4月、6月、8月、10月、12月、２月 

３ 対象及び参加人数 

 ・全教職員 

４ 取組の概要 

 ・各学級、学年で配慮が必要な生徒（身体的状況、学習状況、人間関係、生徒指導、特別支援）

の状況の共有、対応等の共通理解 

５ 成果や課題 

 ○生徒に関する状況を交流することにより、生徒指導上の諸課題や様々な兆候を見逃さず、全

教職員が早期に対応し、共通した指導を行うことができた。 

 

 

いじめ等に関わる事例研究の実施（学級経営交流会） 

 

 

 

 

 

 

学級数：○○学級 

児童数：○○○名 ○○市立○○中学校 

 

網走市立第二中学校 
学級数：８学級 

生徒数：199名 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・通年 

３ 対象及び参加人数 

 ・全校生徒199人 

４ 取組の概要 

・ 生徒会活動の重点目標である「誓い」について共通理解を深め、自他を尊重し、いじめの

ない学校生活を目指した生徒会活動の推進 

 ①「誓い」 

  ・私たちは二中生として、自分で判断できることを誓います。 

  ・私たちは二中生としてお互いを信頼し、住みよい学級をつくることを誓います。 

  ・私たちは二中生として誰もがルールを守り、意見を述べることを誓います。 

 ②「あいさつ運動・全校合唱・ボランティア活動」 

    自分たちの学校は自分たちの手でよいものにしようと、生徒会本部会役員が中心となり、

学校行事や生徒会活動に取り組むことができた。 

５ 成果や課題 

 ○生徒会が中心となり、自分たちで考え、判断し、よりよい学校生活を送ろうとする機運を高 

めることができた。 

 

生徒会活動におけるいじめ防止の取組 

 

 

 

 

 



【様式１】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学級数：○○学級 

児童数：○○○名 ○○市立○○中学校 

 

網走市立第三中学校 
学級数：13学級 

生徒数：438名 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・通年 

３ 対象及び参加人数 

 ・全校生徒438名 

４ 取組の概要 

 ・生徒会役員が中心となった登校時の挨拶の呼び掛けを実施 

５ 成果や課題 

 ○生徒会役員は、学校のリーダーとして自覚をもつことができた。 

○来客からは、生徒の挨拶について高い評価を得ることができた。 

 ●全校生徒が挨拶を返すことができるように取組の継続・工夫改善を図る必要がある。 

 

あいさつ運動 

 

 

 

 

 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・11月中旬 

３ 対象及び参加人数 

 ・全校生徒199人 

４ 取組の概要 

 ・教育相談を希望する生徒が相談する教職員を選択し、相談活動を実施 

５ 成果や課題 

 ○生徒に相談しやすい教職員を選ばせたことにより、生徒が話しやすい環境をつくることがで 

きた。 

 ○教育相談後、全教職員で情報が共有されたことにより、生徒の状況を把握し、全教職員で生

徒を見守る雰囲気が醸成された。また、生徒への声掛けの場面が増えた。 

 ●実施回数の増加について検討する必要がある。 

 

教職員全員で行う教育相談 

 

 

 

 

 

 



【様式１】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 取組内容 

 

 

 

２ 取組期間 

 ・随時 

３ 対象及び参加人数 

 ・生徒12名とその保護者 

４ 取組の概要 

 ・スクールカウンセラー、教育相談員、子育て支援課子ども家庭係、保健センターの保健師と

連携し、保護者への相談・指導と児童への支援の実施 

５ 成果や課題 

 ○児童に対する保護者の接し方が変わり、適応指導教室において児童が落ち着いて学習するこ 

とができた。 

 ○行政からの支援・助言を受け、家庭環境の問題点について改善を図ることができた。 

 ●相談の実施が困難な家庭との連絡及び連携の在り方を工夫する必要がある。 

 ●日常的な学校の様子の観察に基づいた相談の実施に向けて、スクールカウンセラーの常勤体

制を整備する必要がある。 

スクールカウンセラー、市教育相談員、市福祉部子育て支援課子ども家庭係、 

保健センターとの連携 

 

 

 

 

 

 

学級数：○○学級 

児童数：○○○名 ○○市立○○中学校 

 

網走市立第四中学校 
学級数：５学級 

生徒数：44名 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・通年 

３ 対象及び参加人数 

 ・全校生徒44名 

４ 取組の概要 

 ・火曜、木曜の週２回、生徒会が玄関に立ち、あいさつ運動を実施 

５ 成果や課題 

 ○あいさつ運動を実施したことにより、学年の枠を越えて仲がよくなり、互いに挨拶すること

ができた。 

   

 

 

あいさつ運動 

 

 

 

 

 

 



【様式１】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・随時 

３ 対象及び参加人数 

 ・該当生徒、保護者 

４ 取組の概要 

 ・関係機関と連携し、当該生徒の支援・指導方法を探り、ニーズに応える体制整備 

５ 成果や課題 

 ○当該生徒の心の成長に寄り添い、専門的な助言を参考にして取組を進めることができた。 

 

スクールカウンセラー・医療・市適応教室との連携とコーディネーターを核とした支援 

 

 

 

 

 

 

学級数：○○学級 

児童数：○○○名 ○○市立○○中学校 

 

網走市立第五中学校 
学級数：５学級 

生徒数：46名 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・11月 

３ 対象及び参加人数 

 ・全校生徒46名 

４ 取組の概要 

 ・教育相談期間を設定し、教師と生徒間における教育相談の時間を確保 

・「いじめアンケート」や「子ども理解支援ツール『ほっと』」を実施し、教育相談の中で資料

として活用 

５ 成果や課題 

 ○日程調整や相談時間に余裕が生まれ、じっくりと生徒の話に耳を傾けることができた。 

○「いじめアンケート」や「子ども理解支援ツール『ほっと』」を同じ時期に行ったことにより、

生徒理解を踏まえた相談を実施することができた。 

○第3学年生徒にとっては三者面談前に、学級担任と進路関係の相談ができ、進路について、

改めて深く見通すことができた。 

 ●教育相談の一層の充実に向けて、教育相談のための「傾聴」のスキルや、カウンセリング的

手法を高める必要がある。 

 

 

 

教育相談 

 

 

 

 

 


